
第七次前橋市総合計画第3期推進計画の改訂について
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資料６



計画の改訂等について
2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

第六次総合計画
前期基本計画、前期

実施計画
後期基本計画、後期実施計画

第七次総合計画 第1期推進計画 第2期推進計画 第3期推進計画

高木元市長

山本前市長

小川市長

庁内組織

策定推進委員会
（①策定委員会、
②幹事会、③専門
部会、④分科会）

県都まえばし創生本
部会議、ワーキング
グループ（①教育・
人づくりWG、②結
婚・出産子育てWG、
③健康・福祉WG、
④しごとWG、⑤転
入転出WG、⑥都市

づくりWG）

県都まえばし創生
本部会議

県都まえばし創生
本部会議

第八次総合計
画策定調整市民参画

市民アンケート、
パブコメ

市民アンケート、
パブコメ、市民
ワークショップ

市民アンケート
タウンミーティン
グ（R6）、市民
アンケート（R5
済）、パブコメ

参加型会議

①外部評価委員
会、②いきいき前
橋市民会議、③総
合計画審議会

県都まえばし創生
本部有識者会議

県都まえばし創生
本部有識者会議

県都まえばし創生
本部有識者会議
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期間 2023 2024 2025 2026 2027 2028

前橋市第七次総合
計画
（第2期計画）

2021-2024

県都まえばし創生
プラン（総合戦略）

2020-2024

前橋市DX推進計画 2021-2025

国、県デジ田戦略 2023-2027

（参考）

市長公約等 2024.2～

国：デジ田戦略

県：デジ田戦略

第2期計画期間

現行：第2期県都まえばし創生プラン

改訂準備
改訂作業

素案、議会説明ほか

第七次総合計画第3期計
画

（2025-2027）

【改訂版】
第3期県都まえばし創生プラン
（前橋市デジ田総合戦略）
（2024-2027）

●タウンミーティング
●シンポジウム

国：人口ビジョン改訂（2024）

前橋市DX推進計画

●9月:素案作成
●10月:議会（委員会）
●12月:有識者会議
●2月:委員会報告パブコメ
●3月:改訂

第3期計画策定に併せて
一部改訂（内容の整合等）

第八次
総合計画

計画の改訂等について（スケジュール）
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3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
第3期推進
計画策定

社会状況
変化

（改訂の視
点）

行政評価
(R5実施事
業)

市民アン
ケート

市長マニ

創生本部
会議／
議会

（参考：議会対応）
●前回改訂時：①会派別に持ち回りで政策推進課から改訂案を説明、②市議会議員選挙後、初顔合わせ会において第2期推進計画（案）を市長から報告
※令和7年2月：市議会議員選挙
●第七次総合計画策定時：基本構想部分（10年間）の議決を要するため、H29.第4回定例会へ議案上程

計画の改訂等について（スケジュール）

構成案検討
R5下半期ＷＧ
実施済

●第3期構成案ver1

構成案 政策推進課作成

行政評価

●6/25【済】
第1回
県都まえばし
創生本部会議

市民アンケート結果、取
りまとめ

【R7予算要求】

冊子作成作業

改訂の視点
整理

施策、重点事業、個別事業等の
構成決定へ・KPI（成果指標、活動指標調整など）

市長マニフェストとの整合・整理

●市議会議員選挙

●第1回有識者会議
・行政評価結果

第
3
期
推
進
計
画
作
成
説
明
会
（主
管
課
、
関
係
所
属
向
け
）

●第3回有識者会議●第2回有識者会議
・改訂素案

●第2回
県都まえばし
創生本部会議

市長マニフェストとの整合・整理

第
3
期
推
進
計
画
構
成
、
体
系
案

年
内
：
第
3
期
推
進
計
画
冊
子
（
案
）
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内容 期間

基本
構想

ビジョン
めぶく。～良いものが育つまち
（Where good things grow.）～

10年間
（2018～2027）政策

方針

将来都市像 新しい価値の創造都市・前橋

行動指針
①認め合い、支え合う ②つながり、創造する
③未来への責任を持つ

まちづくりの柱 ６つのまちづくりの柱（①教育・人づくりほか）

人口の目標 2027年度：概ね318,000人

土地利用の方針
都市的土地利用と自然的土地利用の適正な配置の
組合せにより、調和のとれた土地利用を推進

推進
計画

まちづくりの方向性
まちづくりの柱に基づき、
10年度に目指すまちの姿を設定 10年間

（2018～2027）
※３～４年ごとに見直し重点テーマ、重点施策

・緊急かつ重点的に取り組むテーマ
・重点テーマに基づき推進する施策（19施策）

計画の改訂範囲
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■推進計画の範囲 重点事業 51事業
まちづくりの方向性、重点テーマ（６章）重点施策（19施策）

総合計画見直しの概要（体系図 6章ー19施策ー51重点事業
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計画改訂の視点等

6

見直しの視点 主な取組 主に関連するまちづくりの方向性

1未来への投資（こども政策） 教育の質の向上 すべて

子育て施策の強化

2生産性・効率性の向上 アフターコロナ 第４章

社会・経済のデジタル化 第６章

多様な働き方の推進

3共生社会の推進 （障害の有無、LGBTQ、外国人等） 認め合い、支え合う社会の推進 第１章

多文化共生社会の推進 第５章

4行財政改革の推進（最適化） ファシリティマネジメント 第６章

◆第3期推進計画策定にかかる改訂の４つ視点

市長マニフェストとの整合等（検討課題）
・第3期推進計画については、仮作成した46の重点事業についてマニフェストの整合を意識しながら重点事業に位置付ける事業を整理していく（現状、
総合計画第2期推進計画に位置付けているR6年度予算について、市長マニフェストとの関連性について突合した結果、５４％は連動している状況）
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前回改訂時の社会状況の変化

№
視 点

（社会状況の変化等）
主な取組

主に関連する
まちづくりの方向性

１ 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症
・感染症対策の推進
・市内産業の基盤強化

第３章 生涯活躍のまちづくり
第４章 活気あふれるまちづくり

２ 社会・経済のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化
・ＧＩＧＡｽｸｰﾙ
・ﾃﾚﾜｰｸ、ｻﾃﾗｲﾄｵﾌｨｽ誘致

第１章 人をはぐくむまちづくり
第４章 活気あふれるまちづくり

３ 外国人住民の増加 ・多文化共生社会の推進 第５章 魅力あふれるまちづくり

４ 行財政運営の最適化 ・ﾌｧｼﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 第６章 持続可能なまちづくり

このほか、行政評価や市長マニフェストを踏まえた見直し案を調整

計画の改訂等について（改訂の視点）
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第
２
章

希
望
を
か
な
え
る
ま
ち
づ
く
り

結
婚
・
出
産
・子
育
て

結
婚
・
出
産
・子
育
て
の
希
望
実
現

子
育
て
支
援
の
推
進

子
育
て
世
代
へ
の
包
括
的
な
支
援

産後子育て支援事業

こども発達支援事業

子育て相談支援事業

・保健師・助産師が新生児訪問を実施する。
・行政が産後ヘルパーを派遣する。
・行政が産後ケア事業を実施する。

・行政が出産・子育て応援給付金に係る取組
を実施する。（再掲）

直接成果
すべての子育て世代が出
産・子育ての不安を相談で

きている状態

・行政が発達に問題を抱える子どもの経
過観察及び助言を行う。

・心理士が発達・心理相談を受ける。
・行政が発達に心配のある児の保護者を
対象としたペアレント・トレーニング講
座を開催する。

・行政がワンストップ相談窓口を設置する。

・家庭相談員、児童福祉ケースワーカーが家
庭児童相談を受ける。
・行政が母子父子寡婦福祉資金を貸付する。

直接成果
こどもの発達特性を知り、
適切な支援の環境を整えら

れる状態

直接成果
ハイリスクの子育て世代が
不安を相談し、支援が受け

られている状態

中間成果
たくさんの大人が子
育てに関わっている
状態

個別事業名称
産出

（アウトプット）
直接成果 中間成果 最終成果

【活動指標】
産後ヘルパーの派遣件数（年間）

【活動指標】

発達相談、心理相談、親子教室等の開
催数(年間)

【活動指標】

家庭児童相談・ひとり親相談の実施件
数(年間)

【成果指標】

子育て世代包括支援セン
ターの利用者アンケートで
「満足」「ほぼ満足」と答えた
人の割合

中間成果
大人もこどもも自己
肯定感が醸成されて
いる状態

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

ま
ち
づ
く
り
の
柱

重
点
テ
ー
マ

重
点
施
策
名
称

重
点
事
業
名
称

計画の改訂等について 例：重点11_子育て世代への包括的な支援

（細事業名称）
・産後子育て支援事業

（細事業名称）
・子育て相談支援事業

（細事業名称）
・こども発達支援事業

最終成果
安心して子育てがで
き、次のこどもを出
産したいと思える状
態

成果
（アウトカム）

8バックキャスティング ／ 可視化



計画の改訂等について（ロジックモデルの活用）
②Onenoteの構成
・行政評価結果  ・成果指標実績  ・ロジックモデル（現行可視化）  ・ロジックモデル（GW成果の可視化）

↑ ↑
各重点事業ごとに
WG結果や、行政評価結果を
まとめたページを作成

←行政評価結果（第2期）

←成果指標グラフ化

↓ロジックモデル推進係作成
フォアキャスティングで現状整理

←テキストマイニング

現行の計画（第2期推進計画） 第3期推進計画

↓GW作成ファイルリンク

↓GW作成ロジックモデル
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